
知床の保全状況に関する調査報告書に対する日本政府コメント 

 
 
2 月には寒い季節に知床を訪れて頂いて感謝する。また、専門家や多くの地域

の関係者が調査団と直接対話できる機会を得て、多くの貴重なアドバイスを頂

いたことに感謝したい。知床に関係する全ての者が、改めて知床をしっかり守

っていこうという気持ちを持ったことを確信している。 

我が国がこれまで取り組んできた、地域コミュニティや関係者の参画を通し

たボトムアップアプローチによる管理と、科学委員会やワーキンググループの

設置を通した科学的知見の活用による管理を高く評価して頂いたことに感謝す

る。また、知床世界自然遺産地域の適切な保全管理に資する具体的かつ前向き

な勧告を頂いたことに感謝する。 

今後も、評価頂いた管理の枠組みのもとでの取組を継続・推進し、遺産登録

時の勧告と今回の勧告を踏まえ、知床世界自然遺産地域の適切な保全管理に努

めてまいりたい。 

世界の生物多様性の保全に貢献するため、知床世界自然遺産地域での取組を

国内外の世界自然遺産地域の管理のモデルとしていきたい。 

 


